印象派を超えて　－点描の画家たち
ゴッホ、スーラ－からモンドリアンまで
国立新美術館　（2013.10･04〜12.23）
　19世紀から20世紀前半のヨ－ロッパ絵画の色彩は、次第に外界の事物を再現することからひとつの表現として自立し、「印象派」の筆触（タッチ）から分かれてきた時代である。この「新印象派」の代表的なフランスの画家「ジョルジュ・スーラー」は、これまでの印象派の技法に飽きたらず、科学的な知識をもとに点の集合や非常に短いタッチで描く独自の色彩の「点描技法」を確立した。
　オランダからパリに出た「ファン・ゴッホ」は、この技法に大きな着想を得て色彩を探求し、「ピート・モンドリアン」は三原色に分割された宇宙的な調和　に満ちた抽象絵画を夫々発展させている。
　本展覧会は、「オランダ・クレラ－＝ミュラ－美術館」の特別協力のもと、上記３名の画家を中心に、フランス、オランダ、ベルギーの画家たちによる色彩の探求を検証する企画で、「93点」の油彩画、水彩画、素描などの珠玉の作品を通じて、絵画の真髄ともいえる色彩の輝きを新たな目で捉えなおすものである。
　ゴッホの＜種まく人＞（1888年　油彩・画布　写真）は、色彩家としての才能が顕著に示される傑作で、強烈な太陽が輝く南仏アルルで制作された作品である。
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